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公共交通情報を提供するオープンなデータ標準の開発
を目指すグローバルな非営利団体です

コミュニティの協力を得て GTFS と GBFS の仕様をメ
ンテナンスし、
無料のオープンソースツールやドキュメントを整備して
います
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General Transit Feed Specification

➔ コミュニティ主導のオープンな標準

➔ 乗客向けの交通情報を表現

➔ 静的情報用の GTFS Static と

リアルタイム情報用の GTFS Realtime か

ら構成

Photo by Krisztián Korhetz

GTFSとは？

https://unsplash.com/@kkorhetz?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


GTFSの歴史 ...
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2008

2015

コミュニティによるガバナンスの枠組みが策定される

GTFS Best Practices プロジェクトが Rocky Mountain Institute により開催される

2010 GTFSの正式名称を “General Transit Feed Specification” に変更される

2019 MobilityData がモントリオールにおいて設立される

TriMetとGoogleは共同でGTFSを開発する2005

2011 GTFS Realtime が策定される

2020

2024 GTFS-Flex が採用される

コミュニティの成長とともに、複数の拡張プロジェクトが議論され、採用されていく

(Pathways, Fares v2, Attributions, Translations, etc)



GTFSは世界中の10,000以上の交通事業者が採用！



オープンな標準
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誰でも ...

➔ 変更や拡張を提案できる

➔ 公開されたワーキンググループに参加できる

➔ 提案に賛成または拒否を投票できる

➔ コミュニティと議論できる

MobilityDataは、貢献者をサポートし、GTFSの長期的

な持続可能性を維持するために存在！



仕様変更のプロセスは ...
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提案

提案者が、
Github のプルリクエ
ストを通じて、
仕様変更を提案する

ディスカッション

GTFSのコミュニティ
が、提案を議論する

投票

提案者は、投票を呼びか
ける
- 変更点は実装されてい
ることが必要
- 少なくとも 3 票の賛成と 
0 票の反対が必要

採用

提案が承認される

誰でもこのプロセスに参加できる！
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GTFSの利用例  - 経路検索アプリ  

Transit App

Google Maps MoovitApple Maps Transit
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GTFSの利用例

可視化、
公共交通機関のアクセシビリティ分析、
交通ネットワークの計画と最適化など

デジタルサイネージ

Transit Center Equity Dashboard - dashboard.transitcenter.org/ 

MBTA Digital Signage - mbta.com/projects/digital-signage 



私たちの取組み
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仕様の策定

私たちは、以下の方法で仕様開発を促進
しています:

● グローバルなコミュニティメンバー間
の議論の促進

● 公開ワーキング グループの編成

● 仕様変更提案の起草



私たちの取組み
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gtfs.org/ja

gtfs.org では、GTFS をより良く利用する

ために、以下のようなガイダンスを提供し

ています:

● GTFS 機能の紹介

● ベスト プラクティス、データ例、実装ガイド

に関するドキュメント作成

● つながりや貢献を支援するコミュニティセク

ション

http://gtfs.org/ja


私たちの取組み

12オープンソースツール

オープンソースツールの開発

● Mobility Database
GTFS および GTFSリアルタイムのフィード

のグローバルなディレクトリ

● GTFS Validator
GTFSの品質のチェックツール

https://mobilitydatabase.org/
https://gtfs-validator.mobilitydata.org/

https://mobilitydatabase.org/
https://gtfs-validator.mobilitydata.org/


私たちの取組み
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国際的なイベント開催

2024 International Mobility Data Summit
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ODPTとのコラボレーション

2024年、MobilityDataとODPTはMOUを更新し

戦略的パートナーシップを継続

私たちの協力を通じて、次のことを促進することを目指していま

す:

➔ オープンなデータ/標準と持続可能なモビリティに関する日本

と世界コミュニティ間の情報交換と知見の共有

➔ 日本の公共交通オープンデータの量と質の両面での強化

➔ モビリティに関するエビデンスに基づく政策立案とデータ駆動

型モビリティシステムの開発

現在、MobilityData と ODPT は毎月会議を開催し、さまざ
まなコラボレーション プロジェクトについてディスカッションを
継続
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ODPTとのコラボレーション例

日本のバス停利用ケースの要件を
考慮し、GTFSとGTFS-JPにおける
駅・停留所の階層データモデリング
の改善策の検討

GTFSの統合ドキュメント管理プ
ラットフォームであるgtfs.orgに
おける仕様の日本語訳の品質確保
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日本とより広範なコミュニティとのつな
がりを強化することで、日本および世
界中のユーザーに、より優れた、より
アクセスしやすい交通体験を提供でき
ると信じています


